
自治会（町内会）は、一定の区域に住む人々が和気あいあいと、住みやすい「ちょう
どいい」まちを目指し、地域のみんなで運営する集まりです。

自治会加入申込書
（ キ リ ト リ 線 ）

申込日 年 月 日

住所 知多市

氏名（世帯主）
フリガナ

世帯の人数

QRコードからも申し込み
できます。

申込・問い合わせ先 知多市市民協働課
住 所：〒４７８－８６０１

知多市緑町１番地
ＴＥＬ：０５６２－３６－２６４４（直通）
ＦＡＸ：０５６２－３２－１０１０

地域住民が気軽にふれあい、親睦を深めるため
に、盆踊りや運動会など、各種行事やイベント
を開催しています。

歩道や公園などの定期的な清掃や草刈り、地域
での資源回収など、清潔で快適なまちづくりの
ための活動を行っています。

災害に備えた防災訓練や犯罪を起こさせないた
めの防犯パトロールなど、安全・安心な地域を
目指し、活動を行っています。

敬老会や三世代交流会、ふれあい・いきいきサ
ロンの運営などの福祉活動を行っています。

自治会では こ～んなことをやっています
※活動内容は地域によって異なります。

電話番号 メールアドレス

人

※いただきました個人情報は、お住まいの地区の駐在員（市から委嘱された連絡員）に提供します。後日、自治会から連絡がありま
すので、しばらくお待ちください。なお、この情報は、自治会加入以外の用途に使用することはありません。



こんなことも自治会の活動なんです実は

夜間における住民の安全と
犯罪の未然防止を目的に設
置されている防犯灯の設置
費用や電気料金は、自治会
費でまかなわれています。

防犯灯の設置・維持管理

ごみ収集場所の清掃やカラ
ス対策など、住民が気持ち
よく利用できるようにする
ため、地元自治会が維持管
理を行っています。

ごみ収集場所の維持管理

生活するなかで出るごみ
の収集場所は、そこを利
用する地域住民の協力に
よって、清潔に保たれて
いるんだね。

防犯灯が明るく灯る、安全・安心な生活環境は、
地域住民の助け合いによって成り立っているんだね。

【電柱に設置されている防犯灯】

【ごみ収集場所清掃の様子】

「日頃からのご近所付き合い」＝「災害時の助け合い」

平成７年に発生した「阪神・淡路大震災」では、救助された人々のうち、

約９０％が家族・近隣住民の救助活動によるものといわれています。

この地域で発生が危惧されている「南海トラフ地震」のような大規模災害においても

同様に、「日頃からのご近所付き合い」がとても大切になります。

こんなことも

自治会費は何に使われているの？

各世帯
・
・

各世帯

自治会費

・運動会
・盆踊り
・文化祭
・地域のお祭り

・歩道や公園などの清掃、草刈り
・ごみ収集場所の維持管理
・地区集会所の維持管理

・防犯灯の設置、維持管理
・防災訓練
・防災備蓄品の購入

・敬老会
・三世代交流会
・老人クラブ活動
・ふれあい・いきいきサロンの運営


